

















































姚は自分を売る翁に出会い 彼を買って、父親にした。ま 、賊たちが女の人を袋に入れて、売っている を聞いて、自分の婚約者かもしれないと思って、買って たところ 一人の姥であった そこで、この姥を母親にした。姥から、自分の貞潔を守るため、巴豆を体に塗り、病気を装う烈女のこと 聞き 買い 行くと 婚約者の曹小姐であった。後に、すべて わか きたが 買ってきた翁と姥は、実は分の本当の両親であった。夢の中の小楼は、自分の住んでい 家り、そ 二階にあった玩具類は、夢の中 出 玩具類であっ 。
︵ ﹁巧団円伝奇﹂ ︶
村上の御時に、藤原季光夫婦がいた。彼らには、長年子供ができな
かったため、妻は長谷寺に祈願し、愛丸 生まれた。しかし 愛丸は三歳の時に、病気で亡くなり、船岡に埋められた。そ 夜、一人 乞食が愛丸 墓を荒らし、彼の腰に挿してある笏 盗もうとし ところ、愛丸が、蘇り、通りかかった旅人猿丸 命を救わ
愛丸は、猿丸に育てられ、名前を坂上梅丸に改められた。梅丸が九




られた。時に、藤原保輔と藤原斉明が盗賊を従え、横行していた。梅丸は都に上る途中 盗賊の手から西念法師を救った。盗賊が婦人を売るのを聞いて、梅丸は買いに行った。はじめに買ってきたのは、一の姥であり、梅丸は、彼女を母親にし 姥から、敵陣の中に 巴豆を塗って、自分の貞潔を守る烈女がいるのを聞いて、薗生だと思い、再び買いに行ったところ、今度は本当に婚約者の薗生であった。
梅丸は盗賊討伐のため、藤原保昌の所に赴いた。彼は知恵をめぐら
し、敵陣に入り、大火事を引き起こし 斉明とその部下 滅ぼした。また、嵯峨左衛門は、頼光の要請に応え、軍勢 率 て、鈴鹿山に籠た保輔を滅ぼした。
最後に、皆は頼光のところに集まり、事の真実が明らかになった。














﹃近江県物語﹄には、主人公の梅丸に対して、恋敵の人物常人が設定されている。文武両道の梅丸とは違い、彼は、 ﹁うまれつき心ひがみ、まが〳〵しきのみならず、芸能の方も、無骨﹂である。叔父である安世は、そんな彼を見て、自分 家業を継ぐ人ではないとし、梅丸を娘薗生の婿に選 だ。常人は梅丸を妬み、いつも悪知恵を働かせ、梅丸 家から追いだ うとす 彼は、下女に梅丸が薗生に贈った聘物を盗み出させた。以前に、薗生に艶書の歌 送った時に、薗生からもらった断る内容の歌を聘物 つけて、梅丸 返した。 そこ薗生が自分 嫌がり、自分と結婚する気がないと信じ、家出をした。盗賊たちが来ると、常人も慌てて逃げまわった。物騒な世の中で


























を寄せ、その一員になる事を決めた。﹃近江県物語﹄巻三﹁ひはぎのうひ山ぶみ﹂には、賊たちが近江に近づくの 聞き 人々が逃げ回 シーンがある。常人もみなと同じく逃げ回ったが、途中 ﹁巧団円伝奇﹂の悪少年と同じアイディアを思いつく。





















に於いて、ヒントを﹁巧団円伝奇﹂から得たものはもう一つある。これは常人と薗生との歌のやり取りである。﹁巧団円伝奇﹂の第六出﹁書帕﹂では、姚克承が商売に出ていくのを聞いて、曹小姐は、自分 気持ちを詩に表現し、ハンカチに書き、姚に送った。その詩は﹁関関たる雎鳩は、河の洲にあり、窈窕たる君子は、淑女の好逑。 ︵原漢文、以下同︶ ﹂である。これは、 ﹃詩経﹄開巻冒頭周南﹁関雎﹂の詩﹁関関たる雎鳩 、河 洲にあり、窈窕たる淑女は、君子の好逑。 ﹂を捻ったものである。曹小姐は、自ら自分を﹁窈窕﹂たる﹁淑女﹂と称えるのをやめ、 ﹁窈
窕﹂の二文字を姚克承に使って、 ﹁窈窕 る君子は、淑女 好逑﹂変えたのである。
これを読んだ姚克承 曹小姐の賢さに感心し、同じく﹃詩経﹄の
詩﹁我に投ずるに、木桃を以てす。之 報ゆるに瓊瑶を以てす。報ゆるにあらず、永く以て好と為さん。 ﹂ ︵衛風﹁木瓜﹂ ︶ ﹁我に投ずに瓊瑶、之に報ゆるに木桃。報いにあらず、永く以 と為さん﹂に変えて、父の形見の﹁尺﹂の上に書き、曹小姐に送った
姚克承も曹小姐と同じように、自分のものを﹁瓊瑶﹂と譬えず、謙
遜して﹁木桃﹂に譬えたのである。ここで、男女主人公二人の詩のやり取りが行われることによって、二人の謙遜ぶりや、互いの気持ちが通じ合っていることなどが、気持ちよく読みとれる。﹃近江県物語﹄では、この詩の贈答は、姚克承と曹小姐とにそのまま対応する人物、梅丸と薗生とのやり取りに移されたのではなく 悪役の常人と薗生とのや とりに変えられた。悪役の常 と女主人公との歌のやり取りに変えられたため、原典 男女主人公 ような互いを思いあう意味合いがまったく読み取れなく った。﹃近江県物語﹄巻二﹁せいがいは﹂では、常人は、ひそかに薗生に心を寄せ、艶書に梅 枝をつけて、薗生に送った。薗生は これを見て、下品だと って、艶書も梅の枝もそ まま返し が、それに、 ﹁なか垣のへだてもわかで梅がゝ などここにしもにほひきぬらん 常人を嫌う歌を付けた。﹁巧団円伝奇﹂での二人が互いを思い合う場面が、常人の片思いの場面に転じられたと同時に、悪役の常人を主人公の梅丸の代わりに、和歌のやり取り させたこと よって、後 物語が展開し いき 波瀾が起こったのである。前に述べた通り、常人は普段より、梅丸を妬み、叔父の安世が梅丸





生との歌のやり取りに転じさせたことによって、雅望は常人が後に悪知恵を発揮できるように種を蒔いておいたのであり、それによって、物語をより複雑化させ ことができたのである。ただし その複雑化できたベースには、 ﹁原典﹂の恋人同士の詩のやり取りの趣向を利用しながらも、これ 常人と薗生と やり取りに変えた いう雅望の発想の転換 あった と 忘れてはならない。
以上述べてきたように、常人という人物像を構想する時に、少なく








































そのまま利用している。 ﹁巧団円伝奇﹂では、男の主人公姚克承は、袋に入れられた女を買う時に、女の腰に挿している﹁尺﹂を手で確認した後 、婚約者の曹小姐であると分かり、曹小姐を買 出したように、 ﹃近江県物語﹄では、梅丸が袋 女を買う時に 彼もま 女 腰に挿している細長い物―後に分かったが、笏である― 確認でき、これを手掛かりに婚約者の薗生であると分かり 薗生 請けだ たのある。だが、よく考えてみれば分かるように、 ﹁尺﹂と﹁笏﹂ 形が似ていて、発音も同じく﹁しゃく﹂であ が、実はまっ く違 ものである。 ﹁巧団円伝奇﹂の﹁尺﹂は 差しであり、姚克承の養父が
布の商売をする時に、布を量るに使っていたものである。しかし、 ﹃近江県物語﹄の﹁笏﹂は物差しではなく、朝務の時に仕官が使うものである。この書き換えに雅望の手腕も伺える。 ﹁笏﹂本来の漢字音は﹁コツ﹂であり、 ﹁骨︵コツ︶ ﹂と通じることを嫌って、 ﹁シャク﹂の慣用音が用いられる。 尺﹂を に変える着想は、日本漢字音を介した産物なので 改変により、愛丸が近江椽 なって成功する将来を予言して るのである。こ うな周到な伏線を、雅望は一々心がけていて、物語の全体の繋がりを緊密化にしてい 。﹁笏﹂が婚約者を探しだす手がかりである発想は﹁巧団円伝奇﹂から得たものであるが、同じ﹁笏﹂がまた離別した両親と巡り合う証拠品になるという構想は、 ﹁巧団円伝奇﹂には見られない。 ﹁巧団円伝奇﹂では、主人公の姚克承が両親と再会を果たした証拠品は、彼がいつも夢で見ていた二階建て 建物と建物の二階 ベッドの後ろにある玩具類である。夢で見てい 建物と玩具類 が現実に 物とまったく同じであることに気づいた時に、真実 分かってきた 姚克承の買った両親の家はちょうど夢で見ていた建物であり、そして二階ベッドの後ろには玩具類箱があり、そこに入っ る玩具類は 夢で見ていた玩具類であった 即ち、買っ 両親の建物は自分 小さい時に住んで 家であり、 小さい頃 遊ん いた玩具類であり、買った両親は実は自分の本当の両親なのである。このように、姚克承が両親とめぐり会うのに、大きな力を果たしてい
たのは夢であり、 ﹁尺﹂と 全く関係ない 李漁は婚約者を探し出す手
四六
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も述べたが、 ﹁笏﹂を実の父親 形見として墓に置くという設定は後に巡り会う時の証拠品である伏線を張っておい 。雅望は李漁 ら






























う。そこから叔父の鎧を盗む。夜になって、鎧 背負い、賊営を逃げるが、途中で疲れてしまい、百姓家の穀倉で休む。そこで密会する男女に出会ったが、こっそり彼らが持っている芋を盗み食ってしまった。 が裸になる時に、男か女かの腋臭が常人 ところまで飛んできて、常人は思わず﹁あなくさ﹂と声を出したら、二人は驚き、脱いだ服を拾い、慌てて逃げ出す 途中で転んだりしてさまざまな醜態が現れる。これを見た常人は、大笑いする
常人は鎧を背負って、叔父の元の神崎の家に帰ると その家の主に
なって、家の財宝 自分の物にした。盗賊が袋の女を売る情報を得て、彼も薗生がいると思って買 に行った。しかし、買っ のは 薗生ではなく、狂 た女性であ た。女性は袋から出てくると 常人にだきつき、歌を歌う。常人は、び くりして女性を捨てようと思ったが、盗賊たちが女 捨てる者は頭をその場で切る、と言ったので 常人は仕方なく女を連れて帰った。皆 ﹁手うちたゝきてわらひあへ﹂た。
以上の三つは、常人によって起きた滑稽である。この三点はいずれ
も読者の笑いを誘う所であり、丁数を大幅に占めている。 ﹁投名状﹂の趣向だけでもか り面白かったが、雅望 それで物足 ないと感じたためか、拾ってきた頭を の頭にしたり、常人の嘘をばれさせたり、
読者を笑わせるところを工夫した。
典拠の﹁巧団円伝奇﹂には、これと似る箇所が見つからず、笑の要
素があまりなかったが、 ﹁巧団円﹂と同じく﹃笠翁伝奇十種﹄に属する他の作品を見てみれば、笑いが随所に見られるのである。例えば﹁奈何天伝奇﹂や﹁蜃中楼伝奇﹂などの中には観客を笑わせる醜角を設定しており、滑稽役を担わせてい 。まず、 ﹁奈何天伝奇﹂の﹁醜角﹂―闕素封をみてみる。﹁奈何天伝奇﹂の闕素封は世に第一の醜い男であるが、三人の美しい妻を持っている。しかし 三人の妻は、すべて闕素封の顔を見たことがなく、騙されて嫁にきたのである。新婚の夜は、暗い中に 何かなったが、次の日にな と、闕素封の本当の姿がばれ 妻は相次ぎ家の中にある書房―﹁奈何天﹂に いて出家し、一心念仏すそんな闕素封の滑稽は、自己紹介から始まる。闕素封 ニックネー
ムは﹁闕不全﹂である。顔が醜い上、体中の五官四肢ひとつも完璧なものがないことがその名前の由来である。
闕素封の一番目の奥さんは鄒小姐である。結婚の当日は、二人は洞










を過ぎたところで 鄒小姐は我慢の限界に達し、彼女は﹁書房﹂に仏像を安置し、そ で出家した。鄒小姐 出家 対 て、闕素封は始めは必死に留めたが、鄒小姐 固い態度を見て、今度は罵りに変わった。﹁臭淫婦、真賤人︵筆者注、いずれも女性を罵る言葉︶ ﹂と叱り、鄒小姐よりもっと美しい女を妻にすると誓っ
闕素封は果たして二番目の奥さんを手に入れることができた。しか
も、奥さんは、容姿の優れる 性である。しかし、物語の筋はまた、一番目の と同様で、彼女もま 騙され 嫁に来 後、闕素封の醜貌に驚かされて、出家の道を選んだ。﹁奈何天伝奇﹂はこのように、世に稀な醜男子を設定することで、随所に笑いをひき起こし いる。観客が劇場でこれを見た時には、笑声が劇場 満ちたことであろう。 ﹁奈何天伝奇﹂においては、闕素封は﹁醜角﹂であり、所謂主役 ﹁生﹂ではない 、彼の存在によって、























れで浮き彫りにされた。みなは彼の理由を聞き、大笑いした。劇場の観客もおそらく大笑いし に違いなかろう。﹃近江県物語﹄で常人によって引き起こされた滑稽や笑いは、 ﹁奈何天伝奇﹂や﹁蜃中楼伝奇﹂の﹁醜角﹂の笑いや滑稽と共通している。 ﹁蜃中楼伝奇﹂は雅望の読本﹃飛騨匠物語﹄ 用 られている。彼は 李漁のユーモアに知らず知らずの内に影響されたのである。雅望が、小説の中に、滑稽と笑いを入れることについて、稲田篤信





に雅望が学んだことと大きく論じただけで 具体的に李漁の﹃笠翁伝奇十種﹄から笑話的な要素をどのよう 取り入れたのか、また常人滑稽はどこから来たのかにつ は、言及していない。
雅望は、 ﹃笠翁伝奇十種﹄の﹁醜角﹂における笑の要素を見抜き、
戯曲のように、自分の作品にも﹁醜角﹂ 作りあげているのである。﹃近江県物語﹄の場合は、常人が﹁醜角﹂になっている。 ﹁巧団円﹂の典拠の構想だけではなく、 ﹃笠翁伝奇十種﹄の他の作品に有る滑稽の
要素や笑の要素を自分の作品に持ち込むことからも、雅望が李漁の戯曲に大いに影響されていたことが分かる。
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﹃近江県物語﹄の粗筋は﹁巧団円伝奇﹂を踏襲している事、即ち、女の主人公が巴豆を塗り、病気を装い、貞潔を守ったことや、男の主人公が﹁袋の姥﹂を買い、聘物を頼りに婚約者を順調に買いだしたとなどは、各論で示された通りで 一目瞭然である。しかし、 ﹃近江県物語﹄における新しく附加された趣向と指摘 る部分も、実はまったく新しく作られたわけではなく、やはり﹁巧団円伝奇﹂から発想を得て、そこからアイディア 膨らんでいったも であることは考察の通りである。常人の人物造形に際し、雅望は﹁巧団円伝奇﹂の悪少年の賊入りか







の滑稽に影響されたものであると考えられる。雅望は李漁 戯曲の滑稽と笑いと 深く感じ、これ 読本の世界に転じてい 。
しかし、 ﹃近江県物語﹄において、すべてが﹁巧団円伝奇﹂や他の﹃笠
翁伝奇十種﹄ 作品から構想を得たわけではない。雅望は自分のオリジナリティーをもきちんと出している。
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